（別紙５）　
収支決算書

１　収入の部
（金額の記入単位：円）
	科目
	予算額
	決算額
	（差引）
	内訳

	助成金
	阪神北・認知症サポート商店街実践活動支援事業
	
	
	
	注：１千円単位

	自　己
資金等
	団体財源(会費等)
	
	
	
	

	
	一般より参加費収入
	
	
	
	

	
	他の助成金・補助金

(阪神北・認知症サポート商店街実践活動支援事業以外)
	
	
	
	助成金の名称:　　　　　　　　　　　　　　

提供団体:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	その他（協賛金・寄付収入）
	
	
	
	

	収入合計
	
	
	
	※支出合計と同額



　　　　　　　　　
　　※　自己資金等の中にある他の助成金・補助金の部分に県・市・町の助成金が入る事業は、
助成対象事業にはなりません。
２　支出の部（金額の記入単位：円）　

　　　　　
	科目
	予算額
	決算額
	（差引）
	積算内訳

	助

成対象経費
	①謝金
	
	
	
	

	
	②旅費
	
	
	
	

	
	③広報宣伝費
	
	
	
	

	
	④需用費
	
	
	
	

	
	⑤役務費
	
	
	
	

	
	⑥使用料
	
	
	
	

	
	⑦委託費
	
	
	
	

	
	⑧賃金
	
	
	
	

	
	⑨その他
	
	
	
	

	
	小計　［Ａ］
	
	
	
	

	助成対象外
経

費
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	小計　［Ｂ］
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	支出合計　［Ａ＋Ｂ］
	
	
	
	※収入合計と同額


【注意事項】　
１　記入に際して
・　収入合計と支出合計が一致しているかご確認ください。
・　「助成対象経費」には、下記の「助成対象経費」に該当する費目をすべてあげてください。「小計　[Ａ]」が、助成金額を超える場合もあります。
・　「支出合計　[Ａ+Ｂ]」が、申請する事業の総事業費となります。
２　助成対象経費とは･･･
	① 謝金
	講師等謝金

	② 旅費
	講師等交通費実費、活動に要する商店街役員の交通費実費
※　自家用車等での移動にかかる経費、乗車カード購入費、タクシー代は不可

	③ 広報宣伝費
	タペストリー・のぼり・啓発用チラシ・啓発用パンフレット等作成費

	④ 需用費
	養成講座用冊子の購入費・印刷費、活動資材・材料費、事務用品等消耗品、資料コピー代　等
※　参加者に配布する粗品については、１品100円（税込）以下、補助対象経費の１０％以内。

	⑤ 役務費
	郵送・運搬費、会場設営・撤去費、看板・のぼり等設置費、イベント保険料等　

	⑥ 使用料
	会場・付属設備使用料、機器レンタル・リース料　等
※　会場使用料については当該会場の「使用料規定」による。補助対象経費の概ね２０％以内。

	⑦ 委託費
	事業に必要な業務を委託する経費　
※　助成対象経費の８０％を上限。

	⑧ 賃　　金
	事業の実施にあたり、必要性が明確に認められる経費
※　当該団体の「雇用規定」による。規定がない場合は１日7,000円以下。領収書は、本人記名と捺印が必須。申請団体・商店街関係者（構成員、従業員、家族等）のアルバイトは補助対象外。

	⑨ その他
	事業の実施にあたり、必要性が明確に認められる経費


※　以上、いずれも領収書またはレシートが必要（原本）

※　事業期間（着手予定年月日から完了予定年月日まで）内の支出に限る。
３　助成対象外経費とは･･･
・　団体の経常的な活動経費、運営費（定例会議や事務所維持経費等）
・　物産の出展・販売等で商店街が収益を得るような事業の経費
・　企業からの協賛金を得る事業の経費
・　大売り出しのチラシ等の経費
※　ただし、啓発用チラシと売り出しのチラシを裏表で印刷する場合は、印刷経費の１／２を対象外経費とする（新聞折り込み料も１／２）

・　自家用車等での移動にかかる経費、乗車カード購入費、タクシー代、ガソリン代

・　金券
・　食糧費（会議の茶菓代、昼食代等）

・　備品購入費（１品５万円以上又は耐用年数が１年以上のもので、当該事業完了後も通常事業や他の事業で引き続き活用できる備品）
・　使途が不明な経費
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